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Auto ID Labs。バーコード、二次元バーコードに代
わる次世代識別技術の開発。しかし、日本の優れ
た技術が世界では“キックアウト”された

October 1999 to 
October 2003

November 2003

• 1999年10月、マサチューセッツ工科大学 (MIT)
にAuto-ID Centerを設置し、バーコーに続く次
世代のデータキャリアシステムの研究開発開
始。GS1 US（旧UCC；米国コード機関）を含め
世界１００以上の卸小売業、製造業、システム
ベンダーが参加

• 世界の主要大学に研究拠点を設置
• マサチューセッツ工科大学 （北米） 1999～
• ケンブリッジ大学 （英国） 2000～
• アドレード大学 （オーストラリア） 2002～
• ザンクガレン大学 （スイス） 2002～
• 慶應義塾大学 （日本） 2003～
• 復旦大学 （中国） 2003～
• ICU （韓国） 2005～
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国際担当顧問としての活動

ECHONET Liteをキックアウト。ガラパゴスにさせないた
めの海外広報・キーパーソンとのコミュニケーション

公開されたコミュニケーション 非公開コミュニケーション



ECHONET CONSORTIUM 

4

国際担当顧問としての活動

海外でのエコーネットライトを採用したエネマネ
システム普及を目的とした研究機関運用支援

タイ・最高峰大学のチュラロンコン大
でのエコーネット研究センター運用

マレーシアでの
エコーネット研究センター運用
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ECHONET LITEの国際的地位



Layer
1-4

OSI
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無線

IrDA
Bluetooth® Ethernet

UDP/IP UDP/IP

プロトコル差異吸収処理部

ECHONET通信処理部

アプリケーション

ECHONETアドレス

•OSIレイヤ1～7層を規定。

•通信アドレスは、ECHONETアドレスを
使用。

ECHONET

○ 日本の機器が持つ、細やかな制御を言語化可能

○ 通信アドレスとしてIPアドレスの利用を容易にすることで、家電等の専門知識が無いIT事業者で
もシステム 開発が容易

○ 伝送メディアを制約しないので各種メディアを利用可能

公知で標準インターフェイス、ECHONET Lite[IEC 62394]
ECHONETの長所を活かしつつ、新たなインターフェイスを開発。それがECHONET Lite

ECHONET Lite通信規格
コマンド

プロトコル

アプリケーション

•OSIレイヤ5～7層を規定

•通信アドレスは、IPアドレスを利用。必要に
応じてMACアドレスなども利用可能

•家電機器だけではなく、エネルギー機器な
どへの対応機器の拡張の検討が継続されて
いる

ECHONET Lite

伝送メディア(Wi-Fi、Ethernetなど)

IPアドレス MACアドレスor
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スマートメーター・コントローラーなどを中心に実装が進ん
でいる国内市場。ビジネスとして考えると早期拡大が必要
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HEMS
コントローラー

ECHONET Lite[IEC 62394]

スマートメーター
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Your Air Conditioner

ECHONET Lite[IEC 62394]

スマートメーター・コントローラーなどを中心に実装が進ん
でいる国内市場。ビジネスとして考えると早期拡大が必要

HEMS
コントローラー

SHARP

TOSHIBA

Panasonic

Mitsubishi Electric

DAIKIN

FUJITSU
GENERAL

TOSHIBA



Utility

1.Smart 
Meter 4.PV

6.Battery

2.EV/PHV

8.Air 
conditioner

3.Light

5.Fuel Cell 
&Hot water 

heater

ECHONET-Lite は経済産業省、官民連携であるJSCAスマートハウスビル標準・事業促進
検討会で普及が合意、以降、市場への商品投入が推移している
プロトコル的には、IPを支持していることで国際的注目も高い

HEMSの重点8機器に関してECHONET Liteを搭載する

ECHONET-Liteは、IEC標準を取得した機器接続インターフェイスであり、官
民連携により公知な標準インターフェイスとして採用が2012年に合意される
オープンテクノロジーとして公開され、対応機器が市場に存在
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Root A Root B

7.Heat Pomp



Very strong foundation of 
two communication 

technologies

• Standardization at all levels to ensure interoperability and reduce technology risk for utilities 
• Enables common application layer over various wired and wireless communication technologies

WiSUN PHY

WiSUN MAC

6LoWPAN (RFC 6282)

G3-PLC PHY

IPv6 / IPv4 Addressing, Multicast, QoS, Security 

IEEE 802.3
Ethernet 2G / 3G / LTE

Cellular
IEEE 802.16

WiMax

TCP/UDP

Web Services/EXI

IEEE 802.15.4
2.4GHz DSSS

IEEE 802.15.4
MAC

HTTPS/CoAP

IEC 61968 CIM
ANSI C12.19/C12.22

DLMS COSEM
IEC 60870 DNPIEC 61850
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802.1x / EAP-TLS based Access Control Solution

MODBUS

IEEE 802.11
Wi-Fi

IETF RFC 2464

G3-PLC MAC
802.15.4e MAC enhancements

IEEE
1888

Echonet
SEP 2.0

KNX

IETF RFC 5072 IETF RFC 5121

CEATEC - Tokyo Oct 9th,2015 - Schomberg
Source：Richard Schomberg[2015], EDF VP Smart Energy Standards,IEC Smart Energy Chair



o ECHONET‐lite adapts the IP protocol as a standard 
for  communication protocol between home 
appliances using the base ECHONET standards.

o How does the Internet Adapt to standards

o Generally, open source and trusted organizations have a 
upper hand.

o But the internet is like the Wild‐Wild West. It is very open 
and no one person or one organization can tell it how it 
should work.

11Source: Sureswaran Ramadass[2015] APAN Chairman



国際視点からみたECHONETへのメッセージ

1. “公知な国際標準インターフェース”を持つシステ
ムで消費者に寄り添うサービスを創る

2. “オープンなスマートハウス”は、相互接続が担保
された時、新たな“Prosumer”を生み出す

3. スマートハウスは、クラウドとネットワーク化し、家
の中と社会を繋ぐ形へ進化する

4. ECHONET Liteの支持は、普及と細かな制御、独自
ではなく、他の標準と繋がることが生む

5. Interoperable standards make energy system, which 
optimizes its consumption, more scalable.

6. Consumer awareness created by sales man 
education takes ECHONET lite to the next stage.
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オープン戦略を採用したのに海外
戦略でやれていないこと
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１．エンジニア向けトレーニングプログラムの欠如

• 単なるトレーニングではなく、キャリアに直結したトレーニン
グプログラムが必要

• エンジニアをトレーニングし、ランク付けし、高位のランクを
持つエンジニアが優位を得れる教育プログラム
– 例)シスコ社トレーニングプログラム

• https://learningnetwork.cisco.com/community/certifications
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２．海外のソフトウェア開発能力の取り込みの欠如

• 海外には若手を中心に有能なソフトウェア
エンジニアが、オープンスタンダードを採用
したプログラム領域を中心に多数



Thailand Startups 2015



アジア先端大学との授業共有
慶應義塾大学SFCキャンパス開講「ベンチャー経営論」

• ベンチャー経営論シラバス

1. 起業家になる基礎知識を学ぶ

2. 起業家による成功体験を学ぶ

– ゲストスピーチ

– ケーススタディによる議論

– 各国大学からの授業

• University startup from 
USM, Malaysia

• local and international 
startup from Chula, Thai

アジア14か国28の大学を衛星通信とインターネットで繋ぐSOI Asia基盤の上で慶應大学を
始め各国の大学授業をLiveで共有

上：SOIアジアがカバーする国と大学所在地
下：ウェザーニュース社草開社長のアジアへ向けての講演









Digital Economy Thailand 2015



Coworking spaces











Ookbee Founder



Wongnai Founder



Grabtaxi Founder



“Drivebot”:  A fitbit for car



Case



EBA 
Energy Business 

Fieldwork

2016/01/09-19
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Activities & Schedule
Date Morning Afternoon
01/09 Intro to EBA Ice-breaking Story-telling & Hands-on

Poster & Infographics

01/11 Arrival in Japan

01/12 日本語で発表方法・練習 Big Data Analysis
by Uehara sensei

Video making

01/13 SOIアジア ビジネスプラン
コンテスト

神奈川工科大学
スマートハウス研究センター

01/14 パナソニックセンターでの見学 エネルギー産業における
ビックデータマネジメント

01/15 ビジネスプラン準備（第１日）

01/16 ビジネスプラン準備（第２日） 発表練習①

01/17 ビジネスプラン準備（第３日） 日本の文化
ワークショップ

01/18 ビジネスプラン準備（第４日） 日本語でカバーペー
ジの発表練習

発表練習②

01/19 NTT DATAでの発表
オレンジ＝見学、緑＝授業、黄色＝ワークショップ
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Workshops

• Intro to Data Visualization & 
Infographics

• Hands‐on: 
• Self‐introduction
• Hand‐Written Poster

• Intro to Video Making
• Intro to Video Shooting

Culture differenceStory TellingStory Telling
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Lectures

Japanese Presentation skills (2.5 hrs)  Big Data Analysis (2 hours)

Energy Management (1 hr) Observe Final round of  SOI Business Contest @SFC35



See real smart home at Panasonic centerECHONET Interoperability Center 

Fieldtrip to learn about smart home 

Learn & Discuss about the latest HEMS 
by Panasonic’s Murakami san (1 hr) 36



Presentation

To Director of NTT Data’s R&D Headquarters and his team @NTT Data (Toyosu)

To Murakami san (CTO of ECHONET Consortium, and Panasonic HEMS) @Hiyoshi
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まとめ

• ECHONET Liteは、規格として概ね一定の
評価を得ている

– 仕様の分かりやすさ、相互接続性の高さ、実
装が進んでいるという3要因が高評価を生む

• 一方、エンジニア教育プログラムの欠如、
それに伴う海外ソフトウェアエンジニアリン
グ能力等の外部資源の内部化が全くでき
ていないという脆弱性がある


